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緑の地球新聞

「
ボ
ー
ボ
ー
、
ウ
ー
」

森
の
静
寂
を
突
き
破
る
よ
う
に
、
北
海

道
東
部
の
森
に
野
太
い
声
が
響
き
渡
る
。

「
ボ
ー
ボ
ー
」
と
い
う
オ
ス
の
呼
び
か
け

に
、
メ
ス
が
間
髪
を
入
れ
ず
に
「
ウ
ー
」

と
応
え
る
。
お
互
い
の
存
在
を
確
認
し
合

う
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
鳴
き
交
わ
し
だ
。

翼
を
広
げ
る
と
1
・
8
メ
ー
ト
ル
に
達

す
る
大
型
の
魚
食
性
フ
ク
ロ
ウ
で
あ
る
。

河
川
や
湖
沼
周
辺
の
森
林
に
生
息
し
、
広

葉
樹
の
う
ろ
（
樹
洞
）
に
営
巣
。
両
生
類
、

ほ
乳
類
、
鳥
類
を
捕
食
す
る
。
北
海
道
の

広
い
範
囲
に
分
布
し
て
い
た
が
、
現
在
は

東
部
の
日
高
山
脈
、
知
床
半
島
、
根
釧
台

地
に
合
わ
せ
て
約
２
０
０
羽
程
度
が
生
息

し
て
い
る
。
１
９
７
２
年
、
シ
マ
フ
ク
ロ

ウ
は
「
絶
滅
危
惧
種
１
Ａ
類
」
に
指
定
さ

れ
た
。

知
床
半
島
に
近
い
根
釧
原
野
を
貫
流
す

る
西
別
川
の
流
域
で
、
土
地
の
人
た
ち
が

「
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
百
年
の
森
づ
く
り
」
を

始
め
て
32
年
に
な
る
。

シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
と
の
出
会
い

ア
イ
ヌ
語
で
「
コ
タ
ン
・
コ
ロ
・
カ
ム

イ
（
村
の
守
り
神
）」
と
呼
ば
れ
、
先
住

民
族
・
ア
イ
ヌ
に
崇
め
ら
れ
て
き
た
シ
マ

フ
ク
ロ
ウ
。
そ
の
神
の
鳥
が
今
、”兵
糧
攻

め
“に
遭
い
、
絶
滅
の
淵
に
い
る
。
河
川

改
修
や
砂
防
ダ
ム
の
建
設
で
餌
と
な
る
小

魚
を
奪
わ
れ
た
だ
け
で
は
な
い
。
牧
草
地

の
造
成
で
、
う
ろ
の
あ
る
胸
高
直
径
１

メ
ー
ト
ル
前
後
の
巨
木
も
伐
採
さ
れ
、
繁

殖
す
ら
容
易
な
ら
ぬ
状
況
に
追
い
込
ま
れ

て
し
ま
っ
た
。

摩
周
湖
の
伏
流
水
と
し
て
知
ら
れ
る
西

別
川
の
支
流
の
一
つ
、
標
茶
町
シ
ュ
ワ
ン

ベ
ツ
川
源
流
部
に
養
魚
場
を
構
え
る
大
橋

勝
彦
さ
ん
の
池
に
、
一
組
の
つ
が
い
が
現

れ
た
の
は
32
年
前
の
夏
の
こ
と
。
ニ
ジ
マ

ス
を
夜
毎
狙
っ
て
い
た
。

「
神
様
を
何
と
か
し
な
け
れ
ば
…
」。
大

橋
さ
ん
は
仲
間
た
ち
を
養
魚
場
の
ほ
と
り

に
あ
る
管
理
棟
で
の
酒
宴
に
招
き
、
彼
ら

の
眼
前
で
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
つ
が
い
が
池

の
ほ
と
り
に
降
り
立
っ
た
。
魚
を
狙
い
、

や
が
て
満
腹
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
姿

を
消
し
た
。「
こ
の
鳥
を
守
る
会
を
作
っ

て
は
ど
う
か
」。
大
橋
さ
ん
が
切
り
出
し

た
。「
そ
れ
は
い
い
」。
話
は
一
気
に
進
ん

だ
。「
神
様
を
救
わ
ね
ば
…
」
彼
ら
は
そ

う
直
観
し
た
。

ア
イ
ヌ
の
神
へ
、
広
が
る
共
感

１
９
９
４
年
４
月
、48
人
が
加
わ
り「
虹

別
コ
ロ
カ
ム
イ
の
会
」
の
設
立
を
宣
言
し

た
。―

―
ア
イ
ヌ
民
族
は
、
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ

を
「
国
ま
た
は
村
を
持
つ
神
」（kotan 

koro kam
ui,

コ
タ
ン
・
コ
ロ
・
カ
ム
イ
）

と
し
て
大
変
尊
敬
し
て
き
た
。
そ
の
立
派

な
風
格
と
も
の
ご
と
を
す
べ
て
見
通
し
て

し
ま
う
よ
う
な
眼
差
し
は
、
ま
さ
に
神
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
持
っ
て
い
る
。

私
た
ち
は
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
置
か
れ
て

い
る
現
状
を
憂
慮
し
、
少
し
で
も
シ
マ
フ

ク
ロ
ウ
が
生
存
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の

た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
払
う
所
存
で

あ
る
。（「
虹
別
コ
ロ
カ
ム
イ
の
会
」
設
立

の
趣
旨
）

牛
乳
と
鮭
の
日
本
一
の
大
生
産
地
、
根

釧
台
地
と
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
を
つ
な
ぐ
西
別

川
の
河
畔
に
暮
ら
す
人
々
が
加
わ
り
、
共

感
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
。「
人
々
」と
は
、

作
家
開
高
健
が
「
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
末
裔
」

で
描
い
た
、
不
毛
の
原
野
で
苦
闘
の
歴
史

を
た
ど
っ
た
開
拓
民
の
末
裔
た
ち
で
あ

特
別
寄
稿

地
球
環
境
の
現
状
を
考
え
る
―
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
森
で
―

早
稲
田
環
境
塾
塾
長　
原　
剛

シマフクロウの雄姿。
翼を広げると 1.8mに達する
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原　
剛
（
は
ら　
た
け
し
）

早
稲
田
環
境
塾
塾
長
、
早
稲
田
大
学
名
誉

教
授
、
毎
日
新
聞
客
員
編
集
委
員
、
農

業
経
済
学
博
士
、
緑
の
地
球
防
衛
基
金

審
議
委
員
会
委
員
。
１
９
９
３
年
国
連

グ
ロ
ー
バ
ル
５
０
０
環
境
報
道
賞
受
賞

る
。標

茶
町
立
虹
別
中
学
校
は
、
毎
年
５
月

に
行
わ
れ
る
植
樹
祭
で
の
苗
木
植
樹
作
業

を
正
規
の
授
業
と
定
め
て
い
る
。
漁
民
、

酪
農
家
、
一
般
町
民
、
遠
来
の
支
援
者
な

ど
三
百
人
以
上
が
、
西
別
川
沿
い
に
拓
い

た
植
林
地
で
、
鋭
い
刃
が
つ
い
た
島
田
ク

ワ
を
振
っ
て
笹
の
根
を
切
り
拓
き
、
森
林

組
合
員
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
三
千
本
の

広
葉
樹
の
苗
木
を
植
え
付
け
る
。
こ
の
32

年
間
で
西
別
川
の
両
岸
幅
50
メ
ー
ト
ル
か

ら
１
０
０
メ
ー
ト
ル
に
約
十
万
本
の
広
葉

樹
の
苗
を
植
え
、
手
入
れ
を
す
る
一
方
、

残
っ
て
い
る
巨
木
に
巣
箱
を
架
け
続
け
て

い
る
。
全
道
で
約
２
０
０
羽
し
か
生
息
し

て
い
な
い
フ
ク
ロ
ウ
の
、
実
に
36
羽
が
コ

ロ
カ
ム
イ
の
会
員
た
ち
の
手
で
巣
立
っ

た
。酪

農
家
も
川
沿
い
の
牧
草
地
を
植
樹
場

所
に
提
供
、
植
樹
し
た
ミ
ズ
ナ
ラ
や
ハ
ン

ノ
キ
が
、
今
で
は
３
メ
ー
ト
ル
を
超
す
高

さ
に
生
い
茂
っ
て
い
る
。

「
川
の
縁
に
林
の
緩
衝
帯
が
出
来
る
と
、

大
雨
の
時
に
土
砂
が
川
に
流
さ
れ
な
く
な

り
、安
心
し
て
酪
農
が
出
来
る
」（
酪
農
家
）

「
放
流
し
た
鮭
の
稚
魚
が
森
か
ら
の
養

分
で
育
ち
、
４
年
後
に
は
西
別
川
に
戻
っ

て
く
る
」（
漁
業
者
）

そ
し
て
生
き
た
魚
が
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の

主
食
と
な
る
。
自
然
界
が
つ
く
り
出
す
栄

養
分
は
森
と
川
と
海
と
大
地
を
め
ぐ
り
、

牛
乳
や
鮭
と
な
っ
て
私
た
ち
の
生
命
を
支

え
て
い
る
の
だ
。

こ
の
よ
う
な
自
然
の
恵
み
は
「
生
態
系

に
よ
る
経
済
効
果
」（
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
）

と
し
て
環
境
経
済
学
の
主
題
に
な
っ
て
い

る
。カ

ー
ド
会
社
セ
デ
ィ
ナ
と
緑
の
地
球
防

衛
基
金
も
「
虹
別
コ
ロ
カ
ム
イ
の
会
」
の

河
畔
林
造
り
を
支
援
し
た
。
セ
デ
ィ
ナ
社

発
行
の
「
地
球
に
や
さ
し
い
カ
ー
ド
」
の

利
用
金
額
の
０
．５
％
相
当
額
の
一
部
が
、

緑
の
地
球
防
衛
基
金
を
通
じ
て
「
虹
別
コ

ロ
カ
ム
イ
の
会
」
に
も
寄
付
さ
れ
た
。
河

畔
林
が
生
み
出
す
根
釧
原
野
の
自
然
の 

恵
み
（
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
）
の
コ
ス
ト
を

牛
乳
や
鮭
を
消
費
す
る
都
市
住
民
が
分
担

す
る
構
図
で
あ
る
。
持
続
可
能
な
食
料
の

生
産
を
支
え
る
原
点
に
他
な
ら
な
い
。

虹
別
コ
ロ
カ
ム
イ
の
会
の
会
員
た
ち
の

感
動
が
、
こ
の
土
地
を
超
え
て
人
々
に
共

感
の
輪
を
拡
げ
て
い
る
の
は
何
故
か
。

雁
が
一
例
だ
が
、
先
人
た
ち
が
野
鳥
に

想
い
を
託
し
て
き
た
か
ら
だ
。「
想
い
」

と
は
感
性
の
文
化
に
根
差
す
共
感
で
あ

る
。
野
鳥
と
は
即
ち
、
日
本
文
化
の
基
層

に
あ
る
感
性
表
現
（
も
の
の
あ
わ
れ
も
そ

の
一
形
態
で
あ
ろ
う
）
が
仮
託
さ
れ
た
象

徴
な
の
だ
。「
雁
」
へ
の
広
い
関
心
が
好

例
で
あ
る
。

ア
イ
ヌ
モ
シ
リ
（
大
地
）
へ
移
住
し
た
、

開
拓
者
た
ち
の
末
裔
で
あ
る
「
虹
別
コ
ロ

カ
ム
イ
会
」
に
集
う
人
た
ち
も
ア
イ
ヌ
同

様
、
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
に
土
着
の
神
を
視
て

い
る
（
会
の
設
立
趣
旨
）。
シ
マ
フ
ク
ロ

ウ
を
神
と
あ
が
め
た
ア
イ
ヌ
に
共
有
さ
れ

た
感
性
は
、
イ
オ
マ
ン
テ
（
神
送
り
）
の

祭
を
生
み
、
支
え
た
。
自
然
観
は
、
文
化

の
培
養
基
に
他
な
ら
な
い
。
仏
教
の
教
典

報
恩
経
に
は
、
雁
の
王
が
仏
陀
そ
の
人
と

し
て
登
場
す
る
。
従
う
５
０
０
羽
の
群
は

悟
り
を
拓
い
た
修
行
僧
の
集
団
（
羅
漢
）

と
み
な
さ
れ
る
。宮
本
武
蔵
が
描
い
た「
葦

雁
図
」
は
剣
豪
の
気
迫
を
漂
わ
せ
る
。

熊
送
り
の
儀
式
イ
オ
マ
ン
テ
と
並
ん
で

シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
イ
オ
マ
ン
テ
は
、
神
の

鳥
を
感
謝
を
こ
め
て
天
上
の
神
へ
送
り
返

す
儀
式
で
あ
り
、
昭
和
18
年
ま
で
虹
別
の

ア
イ
ヌ
集
落
で
続
け
ら
れ
た
。

虹
別
コ
ロ
カ
ム
イ
の
会
の
「
シ
マ
フ
ク

ロ
ウ
の
百
年
の
森
づ
く
り
」
は
、
シ
マ
フ

ク
ロ
ウ
が
生
息
す
る
原
生
林
を
破
壊
し
尽

く
し
た
近
代
の
日
本
人
に
よ
る
、
シ
マ
フ

ク
ロ
ウ
が
棲
む
西
別
川
へ
の
原
風
景
の
復

活
作
業
を
意
味
す
る
。

実
現
し
た
森
づ
く
り
の
夢

―
―
標
茶
町
立
虹
別
小
学
校
の
全
校
生

徒
が
、
ミ
ズ
ナ
ラ
の
ど
ん
ぐ
り
を
採
取
し

て
、
苗
木
を
育
て
始
め
ま
し
た
。
中
学
生

に
な
っ
た
ら
、
同
じ
よ
う
に
大
き
く
な
っ

た
苗
を
自
分
た
ち
の
手
で
植
林
す
る
、
と

の
こ
と
で
す
。
嬉
し
い
限
り
で
す
。

町
立
虹
別
中
学
校
は
２
０
２
５
年
か
ら

全
校
を
あ
げ
て
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
森
づ
く

り
植
樹
祭
に
、
授
業
の
一
環
と
し
て
加

わ
っ
て
い
ま
す
。
新
た
に
始
ま
っ
た
小
学

生
た
ち
の
苗
木
つ
く
り
で
、
地
域
の
子
供

た
ち
の
自
発
的
な
行
動
の
一
層
の
広
が
り

が
、
大
人
た
ち
に
も
実
感
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

植
樹
祭
で
島
田
ク
ワ
を
振
る
い
、
苗
床

を
整
え
る
若
者
の
グ
ル
ー
プ
が
目
を
惹
き

ま
す
。
虹
別
中
学
校
を
卒
業
、
大
学
に
進

学
し
た
学
生
が
仲
間
を
誘
っ
て
き
て
く
れ

た
の
で
す
。
私
は
感
動
し
て
い
ま
す
。
私

た
ち
が
初
め
か
ら
考
え
て
い
た
夢
が
、
皆

の
眼
の
前
で
実
現
し
た
の
で
す
。
未
来
へ

の
新
た
な
一
歩
の
始
ま
り
で
す
。（
虹
別

コ
ロ
カ
ム
イ
の
会　
舘
定
宣
会
長
）

植樹祭の一風景①植樹祭の一風景②
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世
界
資
源
研
究
所
（
Ｗ
Ｒ
Ⅰ
）
が
運
営

す
る
「
森
林
監
視
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

に
よ
る
と
、
２
０
２
４
年
は
、
大
規
模
火

災
の
増
加
な
ど
に
よ
っ
て
世
界
の
森
林
減

少
が
急
激
に
進
み
、
失
わ
れ
た
森
林
面
積

は
過
去
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。

森
林
は
、
人
々
の
生
活
や
水
供
給
、
生

物
多
様
性
、
地
球
温
暖
化
を
抑
制
す
る
多

量
の
二
酸
化
炭
素
の
貯
蔵
な
ど
、
人
類
お

よ
び
地
球
規
模
の
環
境
保
全
に
、
極
め
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
そ
う

し
た
森
林
の
減
少
が
過
去
最
悪
を
記
録
す

る
こ
と
は
、
極
め
て
憂
慮
さ
れ
る
事
態
で

す
。公

開
さ
れ
て
い
る
本
件
デ
ー
タ
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

１
． 

森
林
減
少
の
面
積
、
要
因
等

〇 

熱
帯
原
生
林
の
焼
失
面
積
だ
け
で
も
、

６
７
０
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
達
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
２
０
２
３
年
の
ほ
ぼ
２
倍

に
相
当
し
、
毎
分
サ
ッ
カ
ー
場
18
面
分

の
面
積
が
焼
失
し
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

〇 

熱
帯
原
生
林
の
喪
失
の
主
な
原
因
は
、

こ
れ
ま
で
農
業
の
拡
大
で
し
た
が
、
今

回
初
め
て
火
災
が
農
業
を
抜
い
て
ト
ッ

プ
に
立
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

〇 

熱
帯
林
面
積
が
世
界
最
大
で
あ
る
ブ
ラ

ジ
ル
の
森
林
減
少
は
、
２
０
２
４
年
の

世
界
の
森
林
減
少
の
42
％
を
占
め
ま
し

た
。

 

ブ
ラ
ジ
ル
は
、
70
年
振
り
の
大
規
模
か

つ
深
刻
な
干
ば
つ
に
見
舞
わ
れ
、
高
温

と
相
ま
っ
て
、森
林
火
災
が
２
０
２
３
年 

と
比
較
し
て
６
倍
以
上
に
増
加
し
ま

し
た
。

 

そ
の
他
の
原
因
に
よ
る
原
生
林
の
減
少

も
13
％
増
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
主
に

大
豆
な
ど
の
大
規
模
農
場
を
作
る
た
め

に
森
林
が
切
り
倒
さ
れ
た
も
の
で
す
。

○ 

ブ
ラ
ジ
ル
北
部
の
ア
マ
ゾ
ン
に
お
い
て

も
、
２
０
１
６
年
以
来
最
大
の
減
少
を

記
録
し
ま
し
た
。

 

緑
の
地
球
防
衛
基
金
が
長
年
支
援
し
て

い
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
熱
帯
森
林
保
護
団

体
」
の
ア
マ
ゾ
ン
で
の
消
防
事
業
に
お

い
て
も
大
き
な
火
災
が
生
じ
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
８
月
に
密
猟
者
の
火
の
不

始
末
に
よ
り
火
災
が
発
生
し
、
瞬
く
間

に
広
が
っ
た
火
は
、
10
月
の
雨
季
が
来

る
ま
で
燃
え
続
き
ま
し
た
。
消
防
団
員

を
１
０
０
名
に
増
や
し
、
必
死
の
消
火

活
動
を
続
け
ま
し
た
が
、
け
が
人
が
続

出
し
１
名
が
犠
牲
に
な
り
、
支
援
対
象

地
域
の
27
％
の
16
万
８
，
５
７
９
ヘ
ク

タ
ー
ル
（
東
京
都
全
域
の
約
80
％
の
面

積
）
が
消
失
し
、
イ
ン
デ
ィ
オ
た
ち
の

生
活
が
根
底
か
ら
崩
さ
れ
ま
し
た
。

〇 

森
林
減
少
は
、
熱
帯
地
方
だ
け
に
と
ど

ま
ら
ず
、
カ
ナ
ダ
や
ロ
シ
ア
な
ど
の
北

方
地
域
で
も
、
大
規
模
火
災
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

♦

２
０
２
１
年
に
１
４
０
か
国
以
上
の
首

脳
が
、グ
ラ
ス
ゴ
ー
首
脳
宣
言
に
署
名
し
、

２
０
３
０
年
ま
で
に
森
林
喪
失
を
食
い
止

め
回
復
す
る
こ
と
を
、
約
束
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
原
生
林
面
積
が
大
き
い
上
位
20

か
国
の
う
ち
17
か
国
で
は
、
協
定
締
結
時

よ
り
も
現
在
の
原
生
林
の
喪
失
面
積
が
拡

大
し
て
い
ま
す
。

地
球
環
境
保
全
の
た
め
、
今
こ
そ
世
界

の
森
林
の
回
復
に
向
け
て
人
類
は
力
を
結

集
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〇 

熱
帯
原
生
林
の
減
少
の
約
50
％
を
火
災

が
占
め
ま
し
た
。
森
林
減
少
に
お
け
る

火
災
の
割
合
は
、
こ
れ
ま
で
平
均
20
％

程
度
で
し
た
の
で
劇
的
な
変
化
で
す
。

〇 

一
方
、
火
災
以
外
の
、
例
え
ば
農
業
の

拡
大
、
都
市
化
、
違
法
伐
採
な
ど
を
原

因
と
す
る
熱
帯
原
生
林
の
減
少
も
14
％

増
加
し
、
２
０
１
６
年
以
来
、
最
大
の

増
加
と
な
り
ま
し
た
。

〇 
熱
帯
林
の
火
災
は
主
に
人
為
的
な
も
の

で
あ
り
、
農
地
や
新
た
な
農
業
用
地
の

準
備
の
た
め
に
火
災
が
発
生
す
る
こ
と

が
よ
く
あ
り
ま
す
。

 

２
０
２
４
年
は
、
気
候
変
動
と
エ
ル

ニ
ー
ニ
ョ
現
象
に
よ
っ
て
、
記
録
上
最

も
暑
い
年
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
極

端
な
気
象
条
件
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
火

災
が
よ
り
激
し
く
、
制
御
が
困
難
だ
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。

２
． 

森
林
減
少
の
国
別
、
地
域
別

状
況

〇 

森
林
焼
失
面
積
が
最
も
大
き
か
っ
た
の

は
ブ
ラ
ジ
ル
、
次
い
で
ボ
リ
ビ
ア
で
し

た
。

 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
東

南
ア
ジ
ア
で
減
少
率
が
低
下
し
た
国
が

あ
る
も
の
の
、
世
界
全
体
で
は
憂
慮
す

べ
き
傾
向
に
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

２
０
２
４
年
の
世
界
の
森
林
減
少
は
、

大
規
模
火
災
の
影
響
に
よ
り
過
去
最
悪
を
記
録

（写真２）空からの消火活動

（写真１）アマゾンの大規模火災。火災の多
くが農牧地拡大のための野焼きが原因と見ら
れています。
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使用済み切手等売上表
（6月16日～9月15日）

未使用テレホンカード 0 円

未使用／使用済み切手 103,445 円

未使用／書き損じハガキ 17,600 円

外国コイン＆紙幣 0 円

合　　　　　計 121,045 円

たくさんの使用済み切手など
ありがとうございました

事務局からのお願い
　全国の皆様、いつも使用済
み切手などをお送り下さりあ
りがとうございます。
　当基金では、皆様からお送
りいただいた「未使用／使用
済み切手」「未使用／書き損じ
ハガキ」「外国コイン＆紙幣」
の売上金を植林活動等に役立
てています。引き続き、ご協
力の程お願いいたします。

使
用
済
み
切
手
等
協
力
者

（
６
月
中
旬
〜
９
月
15
日
敬
称
略
）

足
立
恵
美
子
、
阿
部
榮
美
子
、
淡
野
ゴ
ス

ペ
ル
ク
ワ
イ
ア
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

来
場
者
、
石
井
ふ
み
子
、
市
川
浩
一
、一

柳
清
美
、
渋
川
文
隆
、
進
士
五
十
八
、
菅

井
節
子
、
染
矢
武
尊
、
土
屋
の
り
、
富
沢

千
代
、
羽
生
佳
代
子
、
林
央
、
福
田
順
子
、

堀
内
志
保
、
山
口
元
子
、
藪
陽
一
、
渡
辺

純
子
、
匿
名

同
法
人
・
団
体
協
力
者

（
６
月
中
旬
〜
９
月
15
日
敬
称
略
）

上
昇
を
続
け
る
地
球
の
平
均
気
温

今
年
の
日
本
の
夏
の
平
均
気
温
は
、
平

年
と
比
べ
て
２・
３
６
度
高
く
、
統
計
開

始
以
来
最
も
高
く
な
っ
た
と
、
９
月
１
日

に
気
象
庁
が
発
表
し
ま
し
た
。

世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
２
０
２
４
年

の
世
界
の
平
均
気
温
は
１
５・
１
度
で
、

１
８
５
０
年
以
降
最
も
高
く
な
っ
た
と
、

２
０
２
５
年
１
月
に
E
U
の
気
候
情
報

機
関
が
公
表
し
て
い
ま
す
。

上
昇
を
続
け
る
地
球
の
平
均
気
温
の
抑

制
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
森
林

を
、
保
護
・
育
成
す
る
必
要
性
が
一
層
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

使
用
済
み
切
手
等
協
力
者

（
６
月
16
日
〜
９
月
15
日
敬
称
略
）

一
柳
清
美
、
髙
木
典
子
、
高
山
素
子
、
林

央
、
宮
本
健
吾
、
山
口
彌
生
、
匿
名

同
法
人
・
団
体
協
力
者

（
６
月
16
日
〜
９
月
15
日
敬
称
略
）

㈳
愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会
、
㈱
ア
ッ
プ

ワ
ー
ド
、
㈱
イ
ン
ポ
ー
ト
ロ
ッ
サ
、
宇
佐

な
が
す
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
大
西
金
属

㈱
、㈲
岡
建
、カ
ク
ケ
イ
㈱
、鹿
島
建
設
㈱
、

柏
市
国
際
交
流
協
会
、
㈳
春
日
井
市
社
会

福
祉
協
議
会
、
㈱
協
和
地
質
、
㈱
Ｋ
Ｙ
Ｏ

Ｓ
Ｏ
、
近
畿
容
器
㈱
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ

ス
ト
京
都
、
三
洋
テ
ク
ノ
マ
リ
ン
㈱
、
静

甲
㈱
、
積
水
ハ
ウ
ス
シ
ャ
ー
メ
ゾ
ン
Ｐ
Ｍ

中
部
㈱
、
大
成
有
楽
不
動
産
㈱
、
㈱
ダ
ス

キ
ン
、
タ
チ
バ
ナ
工
業
㈱
、
東
急
建
設
㈱

九
州
支
店
、
東
京
管
理
サ
ー
ビ
ス
㈱
、
豊

田
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
㈱
、
㈳
名
古

屋
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
西
日
本
シ
テ
ィ

銀
行
職
員
組
合
、
ニ
ッ
パ
ツ
・
メ
ッ
ク

㈱
、（
公
社
）
日
本
馬
術
連
盟
、ハ
ー
ト
㈱
、

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ホ
ー
ム
ズ
労
働
組
合
、
日

立
建
機
日
本
労
働
組
合
、
ホ
ー
プ
歯
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
、
三
越
伊
勢
丹
グ
ル
ー
プ
労
働

組
合
、
㈱
ミ
ラ
イ
ト
・
ワ
ン
群
馬
支
店
、

和
興
フ
ィ
ル
タ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
㈱

新
入
法
人
会
員

（
６
月
16
日
〜
９
月
15
日
敬
称
略
）

マ
ブ
チ
モ
ー
タ
ー
㈱

寄
付
協
力
者

（
６
月
16
日
〜
９
月
15
日
敬
称
略
）

荒
井
俊
行
、
㈱
Ｅ
Ｃ
Ｃ
、
黒
澤
一
雅
、
佐

藤
将
治
、
ジ
ャ
パ
ン
・
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
協

会
、幅
田
博
樹
、麓
孝
文
、三
井
住
友
カ
ー

ド
㈱
、
森
口
修
、
吉
田
菊
次
郎

（お知らせ）（お知らせ）「地球にやさしいカード」助成事業「地球にやさしいカード」助成事業
第17回 研究・活動報告会の開催第17回 研究・活動報告会の開催

　2025 年 11 月 14 日（金）に標記の報告会を開催します。
　様々な環境問題に取り組む助成団体のうち、本年は下記
記載２団体から日頃の活動状況が報告されます。
　入場無料です。多くの皆様に日頃の活動状況をお聴きい
ただければと願っています。こぞってご出席お願いします。

1．主　催　公益財団法人 緑の地球防衛基金

2．後　援　三井住友カード株式会社

3．日　時　2025 年 11 月 14 日（金）14：00 ～ 16：00

4．場　所　 馬事畜産会館２階会議室
〒 104-0033　東京都中央区新川 2-6-16
地下鉄東西線・日比谷線
「茅場町駅」徒歩 5分
JR京葉線・地下鉄日比谷線
「八丁堀駅」徒歩 5分
都営バス　東京駅八重洲口発深川車庫前
または東京ビッグサイト行きバス停「新川」
下車徒歩 2分

5．研究・活動報告

（１）「里山を保全し次の世代に受け継ぐ」
 川原井自然学校 

（２）「 アフリカ象を守る」
 トラ・ゾウ保護基金

参加ご希望の方は、いずれかの方法で当基金にご連絡願います。
電話（03-3297-5505）、ＦＡＸ（03-3297-5507）、
Email(defense@green.email.ne.jp)。締切りは11月11日。
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